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防災体制は万全か

国
は
農
業
競
争
力
を
図
り
、

生
産
コ
ス
ト
を
４
割
削
減
し

「
チ
ー
ム
白
馬
」
は
問
題
解

決
に
向
け
、
テ
ー
マ
毎
に
有

企
画
部
門
を
中
心
に
、
村
民

か
ら
意
見
の
対
応
や
庁
内
を

築
30
年
が
経
過
す
る
こ
と
か

ら
、
耐
震
補
強
に
伴
う
実
施

ヤ
フ
ー
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

利
用
し
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決
済

耐
用
年
数
は
40
年
で
、
水
道

管
路
の
延
長
は
約
２
０
０
㎞

条
例
に
よ
る
職
員
定
数

１
１
５
人
に
対
し
86
人
で
、

国
の
避
難
勧
告
等
の
判
断
や

伝
達
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
ガ
イ

基
本
は
役
場
で
、
初
動
体
制

は
職
員
５
名
の
４
班
制
で
対

県
や
村
の
対
応
だ
け
で
は
限

界
が
あ
り
、
早
期
の
対
策
が

10
月
19
日
に
秋
季
火
災
予
防

運
動
消
防
総
合
訓
練
を
、
消

状
況
等
に
よ
り
異
な
り
、
予

測
は
困
難
で
す
。

「
チ
ー
ム
白
馬
」
へ
の
考
え
は

組
織
化
し
住
民
の
声
を
行
政
運
営
に
活
か
す

【
村
長
施
策
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
】

【
防
災
計
画
・
避
難
訓
練
等

へ
の
改
善
策
に
つ
い
て
】

観
光
と
農
業
の
活
性
化
及
び

人
口
維
持
の
対
応
策
は
。

「
チ
ー
ム
白
馬
」
の
考
え
は
。

初
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
、
災
害

本
部
の
立
上
げ
ま
で
に
要
す

地
区
単
位
で
の
避
難
訓
練

は
。

地
区
自
主
防
災
組
織
と
連
携

で
き
る
組
織
づ
く
り
は
。

直
近
の
災
害
実
情
等
を
踏
ま

え
た
見
直
し
と
改
善
策
は
。

有
事
の
際
、
夜
間
や
休
祝
日

で
の
連
絡
先
は
。

庁
舎
の
老
朽
化
対
策
と
今
後

の
計
画
は
。

ヤ
フ
ー
と
連
携
で
、
ふ
る
さ

と
納
税
は
。

水
道
施
設
の
維
持
管
理
と
今

後
の
更
新
計
画
は
。

職
員
数
及
び
事
務
量
や
年
齢

層
別
職
員
数
の
バ
ラ
ン
ス

所
得
を
倍
増
す
る
考
え
を
示
し
た

が
、
米
の
値
段
は
予
想
以
上
に
下
落

し
ま
し
た
。
村
は
生
産
性
の
向
上
や

耕
作
放
棄
地
解
消
に
向
け
、
圃
場
整

備
の
推
進
と
特
産
品
化
や
６
次
産
業

化
に
取
り
組
む
農
家
・
法
人
を
支
援

し
、
観
光
振
興
、
地
域
の
活
性
化
で

雇
用
創
出
に
努
め
ま
す
。

横
断
的
に
対
応
で
き
る
体
制
を
整

え
、
村
民
へ
の
情
報
発
信
に
努
め
ま

す
。

設
計
の
入
札
を
行
い
、
業
者
と
契
約

し
ま
し
た
。
来
年
度
は
中
規
模
改
修

工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
庁
舎
内
で

検
討
中
で
す
。

や
、
白
馬
な
ら
で
は
の
ス
キ
ー
リ
フ

ト
券
や
、
宿
泊
施
設
利
用
で
の
ポ
イ

ン
ト
付
与
等
を
検
討
中
で
す
。

で
、
40
年
を
経
過
す
る
管
は
約
24
㎞

で
す
。多
額
な
費
用
が
必
要
で
あ
り
、

資
金
確
保
を
含
め
検
討
し
ま
す
。

不
足
す
る
業
務
に
は
嘱
託
・
臨
時
職

員
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、若
年
層
の
職
員
が
少
な
く
、

ド
ラ
イ
ン
に
、
避
難
は
災
害
か
ら
命

を
守
る
た
め
の
行
動
と
定
義
づ
け
て

い
ま
す
。
１
～
２
年
を
目
途
に
見
直

し
を
行
い
、
当
面
は
空
振
り
を
恐
れ

ず
早
目
に
避
難
勧
告
を
出
す
こ
と
を

基
本
に
し
ま
す
。

応
し
ま
す
。

困
難
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
自
分
の

防
署
と
消
防
団
の
協
力
で
多
目
的
研

修
集
会
施
設
で
実
施
し
ま
す
。
こ
の

訓
練
で
地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て

安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り
を
目
指

し
、
地
域
防
災
力
を
図
り
ま
す
。

は
。
ま
た
専
門
職
の
採
用
は
。

る
時
間
は
。

太田修議員

識
者
や
担
当
職
員
を
中
心
に
検
討
し

ま
す
。

今
後
人
事
評
価
制
度
に
あ
わ
せ
業
務

内
容
、
年
間
事
務
量
、
知
識
・
判
断

力
等
を
把
握
し
、
人
材
適
正
配
置
の

実
現
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
専
門
職

員
の
補
充
も
進
め
ま
す
。

身
は
自
分
で
守
る
と
と
も
に
、
近
隣

の
人
達
に
よ
る
助
け
合
い
で
防
災
活

動
を
組
織
的
に
取
り
組
み
、
災
害
の

軽
減
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま

す
。
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